
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Civil and Environmental Engineering (Night Course) [⇒Japanese]

Mechanics 2 units (selection)

Yoshitaka Michihiro ·Associate Professor / Fundamentals of Engineering, Center for Mathematics and Physics in Engineering Education

Target〉 解析力学は構造力学などの力学系専門科目の基礎となるものである. 基
礎物理学で履修した質点のニュートン力学につなげて，質点系および剛体の
力学，ならびに解析力学の初歩を講義する.

Outline〉 ニュートンの運動法則より，質点系の時間変化を記述する法則，すな
わち運動量の時間変化ならびに角運動量の時間変化の法則を導く. 次に，剛体
の運動がこれらの法則で記述されることを述べる. ハミルトンの原理に従い，
ラグランジアンとラグランジュの運動方程式，ハミルトニアンとハミルトン
の正準方程式を導き，これらがニュートンの運動方程式と同様の意味をもつ
ものであることを述べる. ラグランジアンおよびラグランジュの運動方程式の
習熟を目標とする.

Keyword〉 質点の力学, 質点系の力学, ハミルトンの原理, ラグランジュの運動
方程式

Fundamental Lecture〉 “Basic Physics/基礎物理学 f·力学概論”(1.0)

Requirement〉 基礎物理学の力学を履修しているものとする．
Notice〉 微分積分の基礎知識を習得していることが望ましい．
Goal〉 解析力学の基礎を理解し，簡単な系に適用することができる．
Schedule〉

1.質点系の力学 (1)運動量と力籍 (p.151-p.153)(p.25-p.28を復習しておくこと)
2.質点系の力学 (2)運動量の法則 (p.153-p.158)(p.28-p.29を復習しておくこと)
3.質点系の力学 (3)角運動量の法則 (p.158-p.162)(p.85-p.91を復習しておく
こと)

4.質点系の力学 (4)エネルギー (p.162-174) (p.62-p.85を復習しておくこと)
5.質点系の力学 (5)例題 (p.174-175)
6.剛体 (1)剛体のつりあい (p.176-180)
7.剛体の運動 (1)固定軸のまわりの運動剛体 (p.180-185)
8.剛体 (2)剛体の慣性モーメント (p.185-p.190)
9.剛体の運動 (2)剛体の平面運動 (p.190-p.197)

10.剛体の運動 (3)例題 (p.224-p.226)
11.解析力学 (1)ハミルトンの原理 (p.237-p.244, p.258-p.262)
12.解析力学 (2)ラグランジアンとラグランジュの運動方程式 (p.269-p.277)
13.解析力学 (3)例題 (p.291-p.292)
14.解析力学 (4)ハミルトニアンとハミルトンの正準方程式 (p.293-p.300)
15.解析力学 (5)例題 (p.301)

16.定期試験
Evaluation Criteria〉 期末試験の成績と授業への取組み状況を総合して行う．
Textbook〉 原島 鮮著 力学 裳華房
Reference〉 近藤 淳著 力学 裳華房
Webpage〉 http://www.ce.tokushima-u.ac.jp/lectures/N0013
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=215691
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒道廣嘉隆 (Office Hour: 木曜日17時-18時)

Note〉
�微分積分の基礎知識を要する.
�成績評価に対する [平常点]と [期末試験の成績]の割合は 3:7とする.
�授業を受ける際には，2 時間の授業時間毎に 2 時間の予習と 2 時間の復習
をしたうえで授業を受ける ことが，授業の理解と単位取得のために必要で
ある．
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